
凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ガ
ザ
・
イ
ラ
ン

等
々
、
世
界
各
地
で
の
戦
争
・
紛

争
は
止
む
こ
と
が
な
く
、
今
も
多

く
の
方
が
、
そ
の
犠
牲
に
な
っ
て
い

る
。飽
く
こ
と
を
知
ら
な
い
暴
慢
と

残
虐
と
が
蔓
（
は
び
）こ
る
事
態
が

１
日
で
も
早
く
収
束
し
て
ほ
し
い
。

　

俳
優
の
故
・
菅
原
文
太
さ
ん
の

２
０
１
４
年
11
月
１
日
沖
縄
で
の

集
会
の
、
ス
ピ
ー
チ
を
紹
介
し
た

い
。（
同
氏
は
、
同
年
11
月
28
日
に

永
眠
）

　
『
政
治
の
役
割
は
２
つ
あ
り
ま

す
。』『
一
つ
は
、
国
民
を
飢
え
さ
せ

な
い
こ
と
』『
も
う
一
つ
は
、
こ
れ
が

最
も
大
事
で
す
。絶
対
に
戦
争
を

し
な
い
こ
と
。』

　

ま
も
な
く
、
戦
後
81
回
目
の
終

戦
記
念
日
を
迎
え
る
が
、
今
の
政

治
に
、
故
人
の
想
い
が
届
い
て
ほ
し

い
と
強
く
願
い
た
い
。（
髙
）
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（1）

（毎月の購読料は会費に含まれています）

　

２
０
２
６
年
度
の
全
国
の
最
低
賃
金
の
目
安
を
決
め
る
中
央
最
低
賃

金
審
議
会（
厚
生
労
働
相
の
諮
問
機
関
）は
７
月
28
日
、
全
国
加
重
平
均

で
55
円
（
４
・
９
％
）
引
き
上
げ
て
１
１
７
６
円
と
す
る
目
安
を
答
申
。

21
年
度
以
降
上
昇
を
続
け
て
い
た
引
き
上
げ
率
は
６
年
ぶ
り
に
前
年
を

下
回
り
、
頭
打
ち
と
な
っ
た
。こ
れ
を
受
け
て
北
海
道
労
働
局
長
の
諮
問

機
関
、北
海
道
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
同
日
か
ら
、道
内
の
最
低
賃
金

に
つ
い
て
議
論
を
開
始
、
８
月
５
日
、
中
央
の
答
申
通
り
56
円
の
引
き
上

げ
で
１
１
３
１
円
と
す
る
こ
と
で
労
使
が
合
意
し
て
決
着
し
た
。

　

本
年
度
の

最
賃
を
巡
っ

て
は
、石
破
茂

政
権
が
掲
げ

た「
20
年
代
に

１
５
０
０

円
」と
の
政
府

目
標
を
高
市

早
苗
政
権
は

「
遅
く
と
も
30

年
代
前
半
の

で
き
る
限
り

早
期
」に
先
送

北
海
道
は
１
１
３
１
円
、56
円
引
き
上
げ

第２回「ミステリーショッパー調査（覆面調査）の活用について」　

                                                     ９月１１日 （金）

第３回  「内部不正・横領対策」　　    10 月２１日 （水） 予定

第４回  「採用リスク・問題社員対策」 11 月１９日 （木） 予定

第５回  「ＳＮＳ炎上・風評被害対策」 12 月１６日 （水） 予定

15 時～ 17 時 会場はその都度ご案内します

道商工連危機管理セミナー

最
低
賃
金  

労
使
と
も
異
例
の
全
会
一
致
で
決
着

り
し
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
も
念
頭
に

調
整
が
進
む
と
み
ら
れ
た
。

　

労
働
側
は
連
合
の
仁
平
晃
副
事

務
局
長
が
「
中
東
情
勢
な
ど
で
再

び
イ
ン
フ
レ
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
る
」と
主
張
し
、
今
春
闘
の
賃
上

げ
率
が
５
％
超
の
高
水
準
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
加
重
平
均

１
１
２
１
円
か
ら
75
円
（
６
・
６

％
）の
引
き
上
げ
と
、
最
大
２
０
０

円
以
上
あ
る
地
域
格
差
の
縮
小
も

求
め
た
。

　

日
本
商
工
会
議
所
な
ど
使
用
者

側
は
、
中
東
情
勢
の
悪
化
で
石
油

な
ど
の
調
達
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て

い
る
一
方
、
価
格
へ
の
転
嫁
が
進
ま

な
い
現
状
を
強
調
し
、
大
幅
な
引

き
上
げ
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
示
し

た
。春
闘
で
も
企
業
規
模
が

令
和
８
年
熊
本
地
震
に
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す



（２）

小
さ
い
ほ
ど
賃
上
げ
率
は
低
く
人

材
確
保
の
た
め
の
防
衛
的
賃
上
げ

も
考
慮
す
べ
き
だ
と
訴
え
、
労
働

側
と
の
隔
た
り
が
大
き
か
っ
た
。

　

審
議
会
は
労
使
双
方
の
代
表
者

と
有
識
者
で
構
成
す
る
。労
働
者
の

生
計
費
、
世
間
一
般
の
賃
金
水
準
、

企
業
の
支
払
い
能
力
の
３
要
素
を

考
慮
し
て
目
安
を
示
す
。

　

労
働
者
側
と
使
用
者
側
の
議
論

は
、
最
終
的
に
春
闘
の
賃
上
げ
を

重
視
し
つ
つ
、
物
価
の
伸
び
が
鈍
っ

て
入
る
点
も
考
慮
し
、
昨
年
よ
り

引
き
上
げ
率
を
下
げ
る
こ
と
で
決

着
し
た
と
い
う
。実
際
の
改
定
額
は

各
都
道
府
県
の
地
方
審
議
会
で
決

ま
る
。

　

地
域
別
の
目
安
額
は
、
地
域
経

済
の
状
況
に
応
じ
て
都
道
府
県
を

Ａ
、Ｂ
、Ｃ
の
３
ラ
ン
ク
に
分
け
て

目
安
を
示
す
。北
海
道
は
Ｂ
ラ
ン
ク

だ
。今
年
度
は
、Ａ
ラ
ン
ク
（
東
京
、

大
阪
な
ど
６
都
府
県
）
が
54
円
。Ｂ

ラ
ン
ク（
北
海
道
、
福
岡
な
ど
28
道

府
県
）
56
円
、Ｃ
ラ
ン
ク
は（
岩
手
、

沖
縄
な
ど
13
県
）
は
56
円
と
し
た
。

Ｂ
、Ｃ
が
Ａ
を
上
回
っ
た
。目
安
通

り
に
決
ま
れ
ば
最
も
高
い
東
京
都

は
１
２
２
６
円
か
ら
１
２
８
０
円

　

北
海
道
新
聞
に
よ
る
と
、
道
内

中
小
企
業
か
ら
は
、
中
東
情
勢
の

悪
化
や
円
安
に
よ
る
原
材
料
価
格

の
高
騰
に
人
件
費
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
、
苦
渋
の
声
が
上
っ
て
い
る

と
い
う
。

　

労
働
者
側
代
表
の
連
合
北
海
道

の
山
田
新
吾
組
織
労
働
局
長
は
、

「
食
料
価
格
の
上
昇
率
を
考
慮
し

て
、
プ
ラ
ス
６
円
を
要
望
し
た
が
、

歩
み
寄
り
を
尊
重
し
た
」
と
振
り

返
っ
て
い
る
。

限
界
に
達
す
る
企
業
の
コ
ス
ト
負

担
と
価
格
転
嫁
の
壁 

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
札
幌
支
店

の
調
査
に
よ
る
と
、道
内
企
業
が
コ

ス
ト
上
昇
分
を
販
売
価
格
に
ど
の

程
度
上
乗
せ
で
き
た
か
を
示
す
価

格
転
嫁
率
は
改
善
し
て
い
る
が
、十

分
に
は
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
。

　

企
業
側
は
人
件
費
増
に
加
え
、

円
安
や
中
東
情
勢
緊
迫
化
に
よ
る

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

に
な
る
。

　

近
年
、
人
材
難
へ
の
対
応
か
ら
、

隣
接
県
同
士
の
の
競
争
が
激
し
く

な
り
、
目
安
額
を
大
幅
に
超
え
る

引
き
上
げ
が
相
次
い
だ
が
発
効
日

を
遅
ら
せ
る
事
例
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
う
し
た
場
合
は
、
理
由
を
明

ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
た
。

道
内
の
最
賃
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題

原
材
料
・
資
材
高
騰
の
多
重
苦
に

直
面
す
る
。作
業
服
店「
プ
ロ
ノ
」を

展
開
の
ハ
ミ
ュ
ー
レ（
札
幌
）は
約
３

８
０
人
の
パ
ー
ト
従
業
員
を
抱
え
、

昨
年
は
、
社
会
保
険
料
や
備
品
費

の
増
大
が
重
く
の
し
か
か
り
約
５

０
０
０
万
円
の
コ
ス
ト
増
に
な
っ

た
。今
年
４
月
に
は
中
東
情
勢
の
影

響
で
、
無
料
に
し
て
い
る
レ
ジ
袋
の

価
格
が
３
割
上
が
り
年
間
５
０
０

万
円
の
追
加
出
費
も
発
生
し
た
と

い
う
。「
メ
ガ
ネ
の
プ
リ
ン
ス
」
を
展

開
す
る（
株
）ム
ラ
タ（
札
幌
）も
仕

入
れ
原
価
２
割
上
昇
の
要
請
を
受

け
つ
つ
も
「
客
離
れ
を
防
ぐ
た
め
価

格
転
嫁
を
踏
み
と
ど
ま
る
」厳
し
い

判
断
を
迫
ら
れ
る
。サ
ン
マ
ル
コ
食

品（
札
幌
）は
、
商
品
価
格
を
８
〜

10
％
値
上
げ
し
た
と
こ
ろ
、
取
引

を
他
社
へ
切
り
替
え
ら
れ
売
上
を

５
％
も
失
っ
た
例
も
あ
り
、大
幅
な

引
き
上
げ
は
採
用
抑
制
や
廃
業
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リ
ス
ク
に
つ
な
が
る
懸
念
が
強
い
。

「
強
引
な
最
賃
引
上
げ
よ
り
中
小

企
業
が
適
正
に
儲
け
ら
れ
る
環
境

整
備
が
先
決
だ
」
と
の
声
が
相
次

ぐ
。

 

賃
上
げ
で
も
物
価
高
に
追
い
つ

か
な
い
労
働
者 

　

立
憲
民
主
党
の
反
対
が
及
ば

ず
、
先
の
国
会
で
副
首
都
法
が

可
決
成
立
し
ま
し
た
。
審
議
の

中
で
私
は
参
考
人
質
疑
を
担
当

し
ま
し
た
。

　

火
山
学
・
災
害
リ
ス
ク
が
専

門
の
藤
井
敏
嗣
・
東
大
名
誉
教

授
は
富
士
山
の
噴
火
と
南
海
ト

ラ
フ
地
震
の
同
時
発
生
に
備
え

る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。「
大
規
模
災
害
に
備
え
る
」

と
い
う
目
的
に
大
阪
は
適
さ
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
地
方
自
治
・
行
政
学
が

専
門
の
小
原
隆
治
・
早
大
教
授

は
法
案
の
付
則
に
あ
る
「
特
別

区
を
設
置
し
た
副
首
都
が
都
へ

名
称
変
更
で
き
る
」
と
す
る
特

例
規
定
は
「
副
首
都
整
備
と
は
論

　

一
方
、
労
働
者
側
も
56
円
の
引

き
上
げ
で
は
物
価
上
昇
を
補
う
に

は
不
十
分
だ
。子
育
て
中
の
パ
ー

ト
従
業
員
か
ら
は
「
日
用
品
の
値

上
が
り
で
生
活
は
苦
し
く
、
育
児

と
の
両
立
で
勤
務
時
間
も
増
や
せ

な
い
」
と
窮
状
を
語
る
。賃
金
が
増

え
て
も
家
計
の
改
善
に
は
繋
が
ら

ず
、
労
使
と
も
に
不
満
を
抱
え
る

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

 「
最
賃
議
論
」か
ら「
一
体
的
構
造

支
援
」へ
の
転
換
を

　

専
門
家
は
、
場
当
た
り
的
な
改

定
額
の
決
定
を
改
め
、
社
会
保
障

と
連
動
し
た
段
階
的
な
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
示
す
必
要
性
を
指
摘
す
る
。

企
業
と
労
働
者
の
対
立
を
防
ぐ
に

は
、公
正
な
取
引
環
境
の
整
備
、事

業
主
の
社
会
保
険
料
負
担
の
軽

減
、助
成
金
の
拡
充
な
ど
、中
小
企

業
支
援
を
並
行
し
て
推
進
す
る
こ

と
が
不
可
欠
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
（「
北
海
道
新
聞
電
子
版
」
８
月
５
日
付

　

け
の
記
事
よ
り
一
部
引
用
し
て
い
ま
す
）

国会報告

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合

（
参
議
院
議
員
）

理
事
長　

勝　

部　

賢　

志

「
副
首
都
法
」は
大
阪
へ
の
利
益
誘
導
が
目
的

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

2013 年度 734 +15 2.09

2014 年度 748 +14 1.91

2015 年度 764 +16 2.14

2016 年度 786 +22 2.88

2017 年度 810 +24 3.05

2018 年度 835 +25 3.09

2019 年度 861 +26 3.11

2020 年度 861 ±0 0.00

2021 年度 889 +28 3.25

2022 年度 920 +31 3.49

2023 年度 960 +40 4.35

2024 年度 1010 +50 5.21

2025 年度 1075 +65 6.24

2026 年度 1131 +56 5.21

引　き
上げ額

引　き
上げ率

最　低
賃金額 

年　度

北海道の最低賃金の推移
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理
的
に
全
く
関
係
が
な
い
」
だ
け

で
な
く
、
地
方
自
治
法
や
憲
法
第

95
条
（
住
民
投
票
の
手
続
き
）
を

省
く
形
に
な
っ
て
お
り
法
体
系
的

に
も
問
題
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

法
案
の
目
的
は
「
大
規
模
災
害

に
備
え
る
」
こ
と
と
「
多
極
分
散

型
経
済
圏
の
形
成
成
長
に
資
す

る
」
こ
と
。
本
来
は
別
に
考
え
る

べ
き
二
つ
の
目
的
を
一
つ
の
法
案

に
押
し
込
ん
で
い
る
の
は
「
大
阪

へ
の
利
益
誘
導
」「
大
阪
都
構
想

の
実
現
」
と
い
う
裏
の
目
的
が
あ

る
か
ら
で
す
。
こ
れ
が
同
法
の
根

本
的
欠
陥
で
あ
り
、悪
質
性
で
す
。

　

北
海
道
商
工
連
盟
と
同
協
同
組

合
、
同
青
年
経
営
者
協
会
が
主
催

す
る
「
２
０
２
６
年
度
会
員
・
組

合
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」
の
第
１
回

研
修
会
「
盗
聴
・
盗
撮
リ
ス
ク
対

策
〜
見
え
な
い
情
報
漏
洩
対
策
」

を
７
月
17
日
、
北
海
道
中
小
企
業

会
館（
札
幌
市
中
央
区
）で
開
催
し

ま
し
た
。

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

　

内
閣
が
提
案
す
る
閣
法
は
、

内
閣
法
制
局
が
憲
法
や
既
存
の

法
律
と
の
整
合
性
や
、
立
法
意

図
が
正
し
く
条
文
に
表
現
さ
れ

て
い
る
か
な
ど
を
審
査
し
た
上

で
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。
副

首
都
法
案
は
与
党
の
提
案
な
の

に
閣
法
で
は
な
く
自
民
党
と
維

新
の
議
員
立
法
と
し
て
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
選
挙
制
度
や
国
会

に
関
わ
る
法
案
の
場
合
を
除
い

て
与
党
の
み
で
議
員
立
法
が
提

案
さ
れ
る
の
は
大
変
珍
し
い

ケ
ー
ス
。
内
閣
法
制
局
と
し
て

の
お
墨
付
き
を
も
ら
え
な
い
ほ

ど
質
の
悪
い
法
案
だ
っ
た
と
い
う

の
が
も
っ
ぱ
ら
の
見
立
て
で
す
。

　

大
阪
都
構
想
は
２
０
１
５
年
と

２
０
２
０
年
の
二
度
の
住
民
投
票

で
否
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
度
目

の
否
決
を
受
け
て
日
本
維
新
の
会

の
吉
村
代
表
（
当
時　

代
表
代
行
）

は
「
僕
た
ち
が
掲
げ
て
き
た
大
阪

都
構
想
は
や
は
り
間
違
っ
て
い
た

ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」「
僕
自

身
が
都
構
想
に
挑
戦
す
る
こ
と
は

な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
副
首

都
法
は
維
新
の
会
の
公
然
の
嘘
に

政
権
が
加
担
し
た
も
の
と
言
え
ま

す
。

盗
聴
・
盗
撮
か
ら
会
社
と
社
員
を
守
る

第
１
回 

道
商
工
連 「
会
員
・
組
合
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

　

講
師
を
務
め
た
の
は
、
株
式
会

社
ア
イ
ヴ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
の
調
査
グ

ル
ー
プ
で
さ
く
ら
幸
子
探
偵
学
校

講
師
も
務
め
る
田
中
祐
氏
と
田
中

浩
二
氏
。

　

田
中
祐
氏
は
、
最
新
の
盗
聴
・

盗
撮
機
材
を
設
置
さ
れ
た
具
体
例

を
紹
介
し
な
が
ら
性
能
な
ど
に
つ

い
て
解
説
。企
業
が
日
常
的
に
抱
え

る
リ
ス
ク
へ
の
対
策
の
重
要
性
を

強
調
し
、
企
業
が
対
処
す
べ
き
防

止
策
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

盗
聴
器
や
盗
撮
期
の
実
物
や
、

最
新
の
探
索
機
の
実
物
も
見
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。こ
の
日
は
、
約
40

人
が
受
講
し
、
盗
撮
カ
メ
ラ
が
巧

妙
に
仕
込
ま
れ
た
火
災
報
知
器
や

盗
聴
器
の
仕
込
ま
れ
た
コ
ン
セ
ン
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ト
な
ど
を
手
に
取
り
、日
常
生
活
で

の
発
見
の
困
難
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。以
下
に
、
講
演
の
概
要
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

な
ぜ
今
、対
策
が
必
要
か

　

盗
聴
・
盗
撮
は
個
人
間
の
ト
ラ

ブ
ル
や
興
味
本
位
の
犯
罪
と
し
て

認
識
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
企
業
活

動
を
狙
っ
た
手
段
と
し
て
も
悪
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
年
で
は

必
須
の
経
営
リ
ス
ク
対
策
に
な
っ

て
い
ま
す
。悪
用
事
例
に
は
、
機
密

情
報
の
摂
取
や
個
人
情
報
の
収

集
、
内
部
不
正
に
よ
る
情
報
漏
洩

が
あ
り
ま
す
。使
用
さ
れ
る
機
器
も

進
化
し
て
い
て
、
素
人
に
よ
る
発
見

は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
販
売
さ
れ
る
盗
聴
器
・

盗
撮
器
は
年
間
30
万
〜
40
万
台
規

模
で
流
通
し

て
い
ま
す
。発

見
率
は
７
％

と
も
言
わ
れ

て
い
て
、ご
く

わ
ず
か
で

す
。

　

犯
行
の
動

機
は
興
味
本

位
だ
け
で
な

く
、
産
業
ス

パ
イ
や
内
部

不
正
、
退
職

者
に
よ
る
報

復
な
ど
、
多

様
化
し
い
て

い
ま
す
。情

報
漏
洩
は
、

信
用
失
墜
で

取
引
の
停
止
や
損
害
賠
償
な
ど
経

営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

盗
聴
機
材
の
最
新
動
向

　

ア
ナ
ロ
グ
式
は
Ｖ
Ｈ
Ｆ
や
Ｕ
Ｈ

Ｆ
な
ど
ア
ナ
ロ
グ
周
波
数
を
使
う

機
材
で
す
。携
帯
電
話
な
ど
は
デ

ジ
タ
ル
周
波
数
帯
を
使
い
ま
す
。盗

聴
・
盗
撮
に
使
う
と
き
だ
け
遠
隔

操
作
で
電
源
の
入
り
、切
り
が
で
き

る
ス
テ
ル
ス
式
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
盗
聴
器
に

使
う
例
も
あ
り
ま
す
。集
積
回
路

Ｉ
Ｃ
）レ
コ
ー
ダ
ー
で
電
波
を
発
信

せ
ず
に
記
録
す
る
機
材
も
あ
っ
て
、

日
々
進
化
し
、
脅
威
に
な
っ
て

最
新
の
発
見
装
置
を
手
に
講
演
す
る
田
中
祐
氏
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い
ま
す
。

盗
聴
器
は
多
様

　

代
表
的
な
の
が
電
源
に
接
続
す

る
の
で
半
永
久
的
に
駆
動
し
、電
波

飛
距
離
は
５
０
０
メ
ー
ト
ル
も
あ

り
ま
す
。ペ
ン
に
仕
込
ん
だ
も
の
は

会
議
や
打
ち
合
わ
せ
で
使
わ
れ
ま

す
。小
型
で
家
具
の
裏
な
ど
に
付
け

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

る
も
の
、
リ
モ
コ
ン
に
仕
込
み
、
電

源
の
入
り
切
り
が
で
き
る
も
の
、携

帯
電
話
回
線
を
使
う
装
置
や
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
を
利
用
す
る
機
材
も
あ
り

ま
す
。

盗
撮
機
材
の
最
新
動
向

　

レ
ン
ズ
の
高
解
像
度
化
で
小
さ

く
も
鮮
明
な
画
像
が
撮
れ
ま
す
。

大
容
量
バ
ッ

テ
リ
ー
も
あ

り
長
時
間
駆

動
も
可
能
で

す
。煙
感
知

器
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ

電
器
、
時
計
、

水
筒
な
ど
日

用
品
に
装
塡

（
そ
う
て
ん
）

さ
れ
た
も
の

が
増
え
て
い

ま
す
。ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
で

遠
隔
監
視
が

で
き
、Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
通
信
で

遠
隔
リ
ア
ル

タ
イ
ム
監
視

も
可
能
に
な

っ
て
い
ま
す
。

調
査
機
材
の
い
ろ
い
ろ

　

調
査
に
は
広
帯
域
受
信
機
や
赤

外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
、

電
波
探
知
機
、電
波
は
新
探
知
機
、

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

発
見
調
査
の
課
題

　

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
型Bluetooth

（
ブ

ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
）型
、
記
録
型
な
ど

の
機
材
の
進
化
に
調
査
業
界
が
追

い
付
い
て
い
な
い
た
め
、
業
者
に
よ

っ
て
調
査
レ
ベ
ル
の
差
が
生
じ
て
い

ま
す
。電
波
を
発
信
し
て
い
な
い
機

器
が
増
え
る
中
、
世
界
基
準
の
盗

聴
・
盗
撮
発
見
機
、
非
線
形
接
合

検
出
器
が
あ
り
ま
す
が
、
大
変
高

価
な
た
め
導
入
し
て
い
る
調
査
会

社
は
、
ま
だ
わ
ず
か
な
よ
う
で
す

と
、
現
物
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

企
業
内
盗
聴
・
盗
撮
の
目
的

　

狙
わ
れ
る
の
は
、盗
聴
は
会
議
や

営
業
情
報
、顧
客
情
報
で
、盗
撮
は

従
業
員
や
来
訪
者
で
す
。目
的
は
、

盗
聴
は
情
報
収
集
、
内
部
不

正
、産
業
ス
パ
イ
、盗
撮
は
性

的
目
的
、興
味
本
位
、い
や
が

ら
せ
で
す
。

　

発
生
場
所
は
、
盗
聴
は
会

議
室
、応
接
室
、役
員
室
、盗

撮
は
更
衣
室
、ト
イ
レ
、休
憩

室
で
す
。

　

設
置
例
は
、盗
聴
は
コ
ン
セ

ン
ト
、
机
の
下
、
盗
撮
は
偽
造

カ
メ
ラ
、小
型
カ
メ
ラ
で
す
。

　

企
業
へ
の
影
響
は
、盗
聴
は

情
報
漏
洩
、競
争
力
の
低
下
、

盗
撮
は
労
務
問
題
、
信
用
失

墜
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

内
部
関
係
者
の
関
与
も

　

内
部
関
係
者
が
か
か
わ
っ
て
い
る

と
発
見
し
に
く
い
で
す
。情
報
漏
洩

が
分
か
る
の
は
、
競
合
他
社
が
、
会

議
内
容
や
人
事
情
報
、商
談
内
容
を

知
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
漏
洩
か
ら

分
か
っ
て
発
覚
す
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。

　

産
業
ス
パ
イ
や
、
不
満
を
持
つ
社

員
、
退
職
予
定
者
が
関
与
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
内
部
関
係
者
が
情

報
を
持
ち
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す

か
ら
日
常
的
な
情
報
管
理
が
大
切

で
す
。

企
業
の
日
常
的
防
護
対
策

　

専
門
機
関
に
よ
る
調
査
を
定
期

的
に
行
う
こ
と
が
一
番
効
果
的
で
す

が
、
日
常
的
に
は
整
理
整
頓
を
心
掛

け
、
さ
り
げ
な
く
置
か
れ
た
も
の
に

違
和
感
を
感
じ
る
よ
う
に
心
が
け
、

盗
聴
・
盗
撮
器
の
設
置
や
放
置
を

し
に
く
い
環
境
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

＊
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
今
後
12
月
ま
で

毎
月
１
回
開
催
の
予
定
で
す
。時
間

と
場
所
な
ど
は
そ
の
つ
ど
ご
案
内
し

ま
す
。

左
か
ら
青
年
経
営
者
協
会
代
表
の
伊
林
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最
期
ま
で
ボ
ケ
て
い
た
い
な
平
和

ボ
ケ

足
場
組
む
若
者
た
ち
は
異
国
語

で彼
の
部
屋
火
種
い
う
名
の
ピ
ア
ス

置
き

マ
マ
の
言
う「
い
い
か
ら
早
く
」は

何
が
い
い
？

滞
在
中
太
る
と
困
る
宇
宙
服

い
つ
ど
こ
で
試
す
か
探
る
新
兵
器

あ
ん
な
知
事
言
う
が
選
ん
だ
の

は
ア
ナ
タ

飲
み
込
ん
だ
言
葉
は
ず
っ
と
胃

に
も
た
れ

「
女
房
が
な
ん
だ
」
と
酔
え
ば
み

ん
な
言
い

来
な
い
で
よ
お
国
の
た
め
と
云

う
時
代

預
か
っ
た
孫
に
若
や
ぐ
妻
の
声

ク
ラ
ス
会
皆
小
さ
な
嘘
を
つ
く

君
の
言
う
嫌
い
な
タ
イ
プ
だ
よ
ア

ン
タ

格
安
の
い
ま
急
い
で
と
葬
チ
ラ
シ

キ
ャ
ン
プ
場
コ
ン
ビ
ニ
あ
り
で
決

め
ま
し
た

Ａ
Ｉ
の
悪
事
は
人
の
悪
事
で
す

　
　
　
　
（
毎
日
新
聞「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」よ
り
）
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毎
日
新
聞
８
月
７
日
付
に
よ
る

と
、
悪
性
度
が
高
い
未
分
化
型
の

早
期
胃
が
ん
で
も
、
条
件
を
満
た

せ
ば
内
視
鏡
治
療
が
長
期
的
に
有

効
で
あ
る
こ
と
を
、
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
研
究
チ
ー
ム

が
発
表
し
た
。
２
０
１
１
〜
同
１

３
年
に
、
腫
瘍
が
２
セ
ン
チ
以
下

で
粘
膜
内
に
と
ど
ま
る
早
期
胃
が

ん
患
者
３
３
７
人
へ
内
視
鏡
治
療

を
実
施
し
、
こ
の
う
ち
未
分
化
型

２
７
５
人
を
10
年
間
追
跡
し
た
。

そ
の
結
果
、
10
年
生
存
率
は
96
・

２
％
で
、再
発
は
確
認
さ
れ
な
か
っ

が
ん
早
期
発
見
へ 

超
高
精
度
セ
ン
サ
ー
開
発

将
来
狙
っ
た
臓
器
に
薬
剤
届
け
る
こ
と
も

健 康

た
。
こ
れ
ま
で
未
分
化
型
は
転
移

し
や
す
い
こ
と
か
ら
外
科
手
術
が

一
般
的
だ
っ
た
が
、
胃
を
温
存
で

き
る
内
視
鏡
治
療
へ
の
期
待
が
高

　

毎
日
新
聞
８
月
７
日
付
に
よ
る

と
、
東
京
大
な
ど
の
研
究
チ
ー
ム

は
、
細
胞
が
分
泌
す
る
微
小
な
粒

子
「
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
」
を
利
用
し
、

が
ん
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
超

高
精
度
セ
ン
サ
ー
技
術
を
開
発
し

た
と
発
表
し
た
。

　

エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
は
元
の
細
胞
の

性
質
を
反
映
す
る
た
め
、
血
液
中

か
ら
調
べ
る
こ
と
で
が
ん
診
断
へ
の

応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
が

ん
由
来
の
も
の
だ
け
を
選
び
出
す

こ
と
が
課
題
だ
っ
た
。

　

研
究
チ
ー
ム
は
、
が
ん
細
胞
と

強
く
結
び
付
く
化
学
物
質
を
エ
ク

ソ
ソ
ー
ム
表
面
に
加
え
る
こ
と
で
、

同
種
の
細
胞
と
結
合
す
る
力
を
25

ま
っ
て
い
る
。
研
究
チ
ー
ム
は
、

今
回
の
結
果
は
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
妥
当
性
を
裏
付
け
る
成
果
と

し
た
う
え
で
、
正
確
な
診
断
と
適

切
な
経
過
観
察
、
早
期
発
見
や
再

治
療
体
制
の
充
実
が
重
要
だ
と
し

て
い
る
。
成
果
は
消
化
器
分
野
の

国
際
学
術
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。

倍
以
上
に
高
め
る
こ
と
に
成
功
。

そ
の
結
果
、
血
液
中
に
含
ま
れ
る

多
数
の
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
か
ら
、
が

ん
由
来
の
も
の
だ
け
を
高
精
度
で

検
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
乳
が
ん
患
者
と
健
常

者
の
血
液
を
明
確
に
判
別
す
る
こ

と
に
も
成
功
し
た
。

　

今
後
は
、
が
ん
の
早
期
診
断
だ

け
で
な
く
、
薬
剤
を
狙
っ
た
臓
器

へ
効
率
よ
く
届
け
る
技
術
や
、
組

織
の
修
復
・
再
生
医
療
へ
の
応
用

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

成
果
は
国
際
科
学
誌
「
ネ
イ

チ
ャ
ー
・
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」
に
掲
載
さ
れ

た
。

悪
性
の
早
期
胃
が
ん
で
も
10
年
生
存
率
96
・
２
％

内
視
鏡
の
治
療
に
期
待
高
ま
る


